　　　　　　　　　　　　
令和元年度作業開拓・工賃向上検討委員会の活動について（報告）

１　検討委員会設置の目的等
当委員会の設置目的は育成会内の就労継続Ｂ型事業所３事業所（ひまわり園、ひまわりパーク上牟田、ひまわりパーク六本松）の工賃向上を図る目的で設置したものです。当委員会は工賃を上げるための情報交換や検討の会議を今年度は２回行いました。各事業所の工賃向上のための取り組みは次のとおりです。
　　
２　令和元年度各事業所の取り組み及び課題について
（ひまわり園）
工賃向上に向けて、施設内作業と施設外就労（倉庫内作業）に取り組みました。施設内作業では、通常の作業に加えてクリアカップの袋詰め、ラベルシール貼りを新たに取り組みました。パンの売り上げは、昨年度取引していた業者と今年度取引がなかったために、昨年度同様の売り上げを見込めていませんが、週末の販売会等での売り上げは昨年度を上回ることが多数ありました。製菓の売り上げは、ホームページをきっかけに、製薬会社から1年契約でクッキーの注文を受けることになりました。また、ときめきセレクションにて製菓の２商品が入賞し、商品ＰＲ、利用者の作業意欲向上につながったと思われます。生活介護では、陶芸の作品展を行い、主催の方の協力でシティ情報ふくおかや新聞など様々なメディアを活用でき、いろいろな方に陶芸の作品を知ってもらうことができました。
利用者への工賃は、令和元年9月に就労継続Ｂ型利用者の時給を10円アップしました。
今後の課題としては、施設外就労が終了したこともあり、来年度の工賃向上を目指すには、新たな販売場所・納品先の拡大、施設内での新規受託作業、カフェの充実、セルプセンター福岡との連携強化などに取り組んでいく必要があります。

（ひまわりパーク上牟田）
工賃向上のために新規受託作業の拡大に取り組みました。
・エコバッグの開封作業
・Tシャツ等の衣類を畳み、封入をする作業
・キャラクターグッズの封入、封かん作業
これらの新規作業が今年度から増えました。上記の中から定期的に作業受注している仕事はキャラクターグッズの封入作業であり、今後も継続し取り組みたいと思います。
A型については、筥松市営団地の清掃が今年度から新たに始まりました。利用者の高齢化に伴い、利用者の勤務時間の変更等を行いました。
事業所近辺に工場が多く存在しています。この地の利を活かし、今後も新規受託作業の獲得及び、獲得後の継続、作業内容が利用者にとってより参加可能か、作業時の支援の在り方などの検討を継続していく必要があります。

（ひまわりパーク六本松）
工賃向上のためにアート商品等の販売、施設内簡易作業及びビル清掃に取り組みました。アート商品販売については新規の商品開発（トートバッグやクリアファイル）を行い、商品のラインナップを増やしメニューを充実させました。また販売会の出品回数を増やすとともに、商品の品ぞろえを工夫した結果、1回あたりの売り上げは昨年度より伸びています。
福岡市のときめきセレクションに入賞した壁掛けカレンダーは事業所一体となって販売に取り組んだ結果、完売しました。課題としてはカタログ販売、委託販売などの新規開拓が進まず、営業力の充実が求められています。
簡易作業については、短期間で多くの作業ができる強みを生かして、現行作業の受託量の拡大や新しい作業についても積極的に取り組んでいく必要があります。

３　各事業所の平均工賃額の実績及び今年度の見込み（月額）　
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　　備考　平成30年度は県への提出実績、令和元年度は見込。
